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「事故ゼロ」を目ざして、シルバー業務は安全が第一 
 

)                                
  
 
 

 
 

５月 11 日（土）・12 日（日）の両日に開催された「南流山セ
ンター＆南流山福祉会館フェスタ」に、私たち女性部会は、手
芸品・端切れ・花苗等の販売品および子ども向け「お絵かきせ
んべえ」200枚を用意してデビューしました。フェスタには多く
の市民や親子連れが訪れて、私たちは慣れない経験であたふた
と大変でしたが、準備した物をほぼ売り切る事ができ、幸先の
よいスタートとなりました。 
今回はフェスタの主催者より出店の声が掛かり、不安なこと

もありましたが、参加することにしました。女性部会員は、主
婦業・子育て・社会貢献と長い間培ってきた経験とパワーがあり、短い期間に皆で知恵を出し合って準
備を重ね、フェスタにのぞみました。 

販売価格を安くしたので収益はわずかでしたが、それを日本赤十字社に寄付することにしました。次
回は市民まつりに出店して経験を積み重ねていきます。              （岡本 順・記） 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成30年度の事故発生件数は、前年度26件に比べて大幅に少ない14件でした。これは、会員一人
ひとりが安全意識に関心を寄せ、事故の未然防止に努めた結果です。本年度も「事故ゼロ」を目指し、
特に人身事故については次の３点に着目して、その実現をお願いします。 
１．「安全就業規程」に定められている次の項目および毎月の会報「シルバー流山」での事故防止対策

を順守する。 
① 安全心得、特に作業にあたっては安全保護具の着用と、急がない・あわてない行動の実践 
② 特に、植栽および除草就業者は、「作業別安全・適正就業基準」の順守 

２．過去の事故事例を、自分の「最高の教科書」として十分活かす努力をする。 
３．就業場所への往復時の交通事故を防止する。 

① 車の運転に際しては、「急がない・あわてない運転」と「法令順守」、特に「交差点右折時の前
方確認の徹底」 

② 自転車では、「T字路・十字路での左右の安全確認」および「すぐ停止できる速度での走行の習
慣」等                               （市毛 和男・記） 
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（１） 

女性部会メンバー 

高めよう自主・自立、共働・共助の基本理念 
 

可愛い！と子どもに人気のアニマルストラップ 
親子で熱中、 

お絵かきせんべえ 



              
『令和元年度第２回理事会』 ５月20日（月） 

【報告事項】 

① 平成 31年３月の当センターの運営状況は、会員数が前年比９名増(男性 14名増、女性５名減)。事業実績

累計は、前年比1.9％増、就業率は、78.6％で前年比1.3％減(派遣26名を含めると0.3%減)。３月単月の

事業実績は、植栽業務・下水道普及事業の好調により前年比約82万円の増収。 

② 事業運営推進委員会で、植栽就業会員８名のランクアップを承認。 

③ 本年度事故は現在ゼロ件で推移。 

④ 中長期計画における平成30年度年間実績および主要指標年度別推移。 

⑤ 平成30年度会計および業務の監査を実施、適正に処理されており問題なし。 

⑥ 女性部会が５月11日～12日開催の南流山センター＆南流山福祉会館フェスタへ出店の結果。 

⑦ 字名変更に伴う住所変更届け出に関する依頼。 

⑧ その他、館長等会議、刈払い機安全講習会開催予定、年度別会員数推移、女性部会「おしゃべり会」開催

予定、委員会等予定表 等。 
 

【協議事項】 
① ４月の新入会員９名(男性９名)の承認と退会会員16名(男性10名、女性６名)の報告。 
② 令和元年度定時総会の議案書内容・出欠届・理事役割分担の確認。 
③ 地区班長３名および職群班長１名の委嘱について協議し承認。 

④ 新入会員に対し、接遇・技能・安全就業等の研修実施を提案。           （南石 高秀・記） 
 

『安全就業対策委員会』 ５月9日（木） 

① 平成30年度１年間に発生した事故（総件数14件）を分析 

事故原因、月別・曜日別および時間別分析を行い、今後の事故防止対策に活かすことにする。 

② 最近発生した事故の防止対策を検討 

店舗の駐車場で、就業者がカート６台を繋げて車と車との間を通過させようとした時、駐車車両の運転手
が車のドアを開けたためカートと接触、ドアを損傷させた。 

車にキズをつける危険があることから、車と車との間を、カートを通過させないという指導を守らなかっ
たことが原因。 

「安全のための順守事項」が定められている場合、これを厳守することが事故防止の基本。 

③ 他に、刈払い機安全講習会の実施場所、安全運転講習会、および脚立の補修等について協議した。 

（市毛 和男・記） 
『ＡＥＤ講習会を開催』 ４月19日（金）・22日（月） 

ＡＥＤ講習会を２日間で３回に分けて実施。講習会

には、ＡＥＤが設置されている福祉会館等で就業して

いる会員28名が参加。22日には火災通報で講師とな

る消防職員が現場に緊急出動し、会場に緊張が。誤報

とのことで参加者がほっと胸をなでおろす場面も。今

後も施設利用者が安心して利用できるよう、継続して

講習会を開催して行きたい。    （事務局・記） 
 

『２地区会員 31名でバス研修会』 ５月12日（日） 
今回で２回目となるバス研修会を開催し、意外と知

らない自分達の街、流山市内の史跡・名所を巡りまし

た。まず、流山の地名伝説発祥の地と言われる「赤城

神社」からスタート。俳人・小林一茶が数十回訪れた

と言われる五代目秋元三左衛問（俳号・双樹）の本家

跡「一茶双樹記念館」を見学。市立博物館では、ここ

が明治時代の葛飾県庁と印旛県庁が置かれた場所と

の説明を受け、さらに古墳時代の遺跡や新選組の歴史

遺品等を鑑賞しました。昼食は野田で懐石料理を食べ、

最後に茨城県のビール工場の見学・試飲でのどを潤し

た一日でした。         （印南 元喬・記） 
 
 
 
 
 

（２） 

理 事 会 
 

活 動 報 告 

安全は人にたよらず自分から 
 

市立博物館前庭にて 



    
 
 
 
 
 
 

 
歌声広場を開催しました ４月26日（金） 

天候が不順で参加者の数が危ぶまれましたが、歌好きの皆さまが集

まってくれました。今回、初めて女性参加者が男性を上回りました。

そしてリクエストには「北空港」等のデュエット曲が出て、いつもと

違う雰囲気でした。シルバー歌謡団の練習もできて、楽しい広場でし

た。また、８月21日（水）・28日（水）の午後に森の倶楽部で計画さ

れている「森のカラオケ同好会」の案内もあり、シルバーに歌声が広

がって行く期待を感じました。        （横田 清四郎・記） 
 

同 

好 

会 

ゴルフ同好会 ６月20日（木） および ７月18日（木） 野田市ＰＧひばりコース 

パソコン同好会 
６月21日（金） 14：00～ 【月例会】（曜日に注意） 

７月19日（金） 14：00～ 【月例会】（曜日に注意） 
コミュニティプラザ 

写真同好会 ６月25日（火） 13：30～（毎月第4火曜日） コミュニティプラザ 

 
 
 

当教室は、小学校３～６年生を対象とした、国語と算
数の学習教室です。経験豊かな元教員等のシルバー会員
４名が学習を指導しており、主に授業の復習に重点を置

いて、基礎学力の徹底と向上を目指しています。「お陰様で、勉強の習慣がついた、成績が上がった」

等々、本人および保護者から喜びの声を頂いてい
ます。夏期には、「夏休みこども学習教室」を予
定しています。 

皆様のお知り合いでお子様
の居られる方に是非ご紹介
をお願いします。一度、体験
学習や見学をお勧めくださ
い。心より歓迎いたします。 

（鈴木 政廣・記） 
 

『南流山センター＆南流山福祉会館フェスタ』 ５月11日（土）・12日（日） 

隣接する２会館共催によるフェスタを開催。２日間の当南流山福祉会館への来場者は1,400名余とな
り、地区の行事として定着した感があります。大広間では、初日に利用者発表の場として踊り等 10 グ
ループが熱演し、翌日には約 40 名のカラオケの熱唱が聴かれました。２Ｆの体育室では、卓球・ポー
ルウォーキング・ダブルダッチ体験等、親子で楽しむイベントで沸きました。会館前では、ちゃんこ・
焼きそば・野菜の直売等たくさんの屋台が出店し、賑わいました。天候にも恵まれ、充実した２日間の
イベントとなりました。                           （田代 正志・記） 
                    
             

あの ヒヤリ 今日も生かして ガッチリ安全 

（３）  
バスハイキングを ６月２７日（木）に実施します！ 
行先：佐原・霞ヶ浦周辺 
 

歌声広場（合唱＋カラオケ）  ６月２８日（金）に開催 
シルバー人材センター２階ホール  13：30 ～ 15：30  ★車での来場不可★  
 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」は人材
センター会員とＯＢの「いきが
いづくり」を応援する組織です 

 

【職場紹介】 初石学習教室 
 

「北空港」（イメージ） 

大広間 



＜編集委員＞ 

横田清四郎 池内弘行 

南石高秀  菅原正敬 

海老原廣雄 

事故防止、安全確認、心に安全 

熱中症になった

らすぐ濡れタオ

ルや氷等で冷や

す箇所 

          
日 曜 ６ 月 の 予 定  日 曜 ７ 月 の 予 定 
16 日 定時総会  1 月  
17 月 館長等会議  2 火  
18 火   3 水 事業運営推進委員会 学習教室 

19 水 学習教室  4 木 
適正就業委員会（巡回） 学習教室 

安全就業対策委員会 
20 木 配分金支払 学習教室 女性部会  5 金 広報編集委員会 
21 金   6 土 学習教室 
22 土 学習教室  7 日  
23 日   8 月 理事会 
24 月 入会登録説明会（シルバー人材センター）  9 火  
25 火 入会登録説明会（南流山センター）  10 水 学習教室 

26 水 学習教室  11 木 学習教室 
27 木 学習教室  12 金 適正就業委員会 
28 金   13 土 学習教室 
29 土 学習教室  14 日  
30 日   15 月 「シルバー流山」発行 
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 

 ⑤上杉 幸一 ⑧島田 達実 ⑨藤村 愼一 
 
◎熱中症に注意を！ 

熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）です。これから気温の高い日が続きますので、

こまめに水分補給する等、熱中症に注意してください。もし、熱中症の疑いがあったら、①風通

しの良い日陰やクーラーの効いている室内に避難させましょう。②衣服を脱がせて、体からの熱

の放散を助けましょう。③濡れたタオル等で体（右図に示した箇所）を冷やしましょう。④症状

が改善しないときは、すぐに救急車を呼びましょう。 
 
◎「安全標語・ヒヤリハット体験談」作品募集  ――安全就業対策委員会からのお知らせ―― 

事故を未然に防止するには、会員一人ひとりが平素から安全対策に関心を持ち、具体的に実践することが重要

です。そこで、今年も安全標語およびヒヤリハット体験談を募集します。多数の会員の応募を期待しています。 

応募方法：自由な様式で書いたものを事務局へ届けてください。ファックスやメールでも受け付けします。 

締 切 日：令和元年８月30日（金） 

入 選：安全標語６点、ヒヤリハット体験談５点 （応募状況により変更あり） 

賞 品：入選者には、千円相当の品を贈呈します。 

＜応募者全員に参加賞もありますので、ぜひご応募を！＞ 

＊詳しくは、次号（７月号）の折り込みのチラシを参照してください。 
 
◎安全・適正就業強化月間（７月１日～31日） 

７月は安全・適正就業強化月間です。自己管理を徹底するとともに、機械・器具および安全保護具の点検と整

備等、安全意識の高揚を図り、事故ゼロを目指し、お客様に信頼されるシルバー事業を展開しましょう。 
 
◆ 就業紹介 ◆ 希望される会員を募集中です。早めに事務局へ電話等で申し込みください。 

・（株）市進ラボ（おおたかの森）- 就業内容：①子供の保育・見守り ②おやつの準備等（女性） 

・（株）東京自働機械製作所（柏市西原）- 就業内容：施設内のごみの回収 
 

「無用の用」とは、老子の言葉で「一見、役に立たないと思わ

れるものが、実は大きな役割を果たしている」という意味です。

その時は無駄だった、役に立たなかったと思ったことが、後になってみると有意義だっ

たという経験は皆さんにもあると思います。無駄や失敗を恐れて何もしないのは実は無

駄な時間を過ごしたことになります。無駄なことをやっても、いずれ何かに変わるかも

しれないと思うと楽しくもなります。特に、事故は、原因を分析して対応策を全員が共有して再発防止につなげ

れば、無駄ではなかったことになります。といって事故を繰り返してはいけません。仏の顔も三度です。 

（横田 清四郎・記） 
 

 

会 員 数：令和元年５月３１日現在 

計 ７６６ 男性 ６２１ 女性 １４５ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 


